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に義とせらるるの唯一の道を発見し、その喜

びに耐えずして彼を信じた者は、かかる者は、

よし宇宙は消え失（う）するとも、永遠より永

遠まで彼を捨てない。（１９１６年３月『聖書

の研究』、著作集第１２巻） 

 「この人による以外に救はない。わたしたち

を救いうる名は、これを別にしては、天下のだ

れにも与えられていないからである」（使徒

4:12）。この福音に与り、救いを体験したわた

したちが、今度は、この福音をたずさえて、求

道中の方々のこころの友となり、愛と祈りを

持って、この人生最高の宝をお届けする。これ

がまず、第一条ですね。 

 横山義孝先生がユースのキャンプでメッセ

ージを取次いだとき、「クリスチャンの本業は、

伝道です。この世の仕事は副業です。」と語ら

れたことを、娘が帰って報告したことがあり

ました。全てのキリスト者の使命は「福音の宣

教」です。復活の主イエスは語られました。「す

べての造られた者に福音を宣べ伝えよ」とあ

ります。ハレルヤ！ 
 
 
 
 
こころの友伝道は、今、コロナの影響で夏の全

国大会も各地の支部講習会も開催できません。

また、「こころの友伝道」誌も隔月発行です。

こころの友伝道の運動はその灯が消えかかっ

ているように見えるかもしれません。しかし、

こころの友事務局は、新しい方の応援も得て、

以前同様の活動を継続し、編集委員会もズー

ムを活用して毎月欠かさず開かれています。

この号が出るころには、各支部長を交えた拡

大役員会が今年の全国大会をどうするか熱い

議論を戦わせているでしょう。しかも、この号

に載せたように、新しくこころの友伝道を始 

 

   メダカ 
 F さんからメダカをいただく約束をしてい

ましたので、前日に水槽に水を張り、お待ちし

ていました。 

 F さんはタッパーにメダカを入れて持って

きてくださいました。そのタッパーに、私が前

日準備していた水を手ですくって入れられた

ので、その理由を伺うと、水の温度を調整する

ため、とのことでした。水槽の水と F さんが持

ってこられたタッパーの水と比べて、水温は

あまり変わらないように思えました。でも、F

さんは、そのタッパーをすっぽり水槽に沈め

て、メダカを放たれました。タッパーの水と水

槽の水との温度差を思ってのことでした。 

 その時、私達と求道者との関係も、そのよう

な気配りの必要性を感じました。その人のよ

うになり、和合することの大切さです。 

 聖書にも「ユダヤ人にはユダヤ人のように

なりました。ユダヤ人を得るためです。」 

（1 コリント 9 章 20 節）とあります。 

   （潤子） 

 

 

めようとする教会も与えられています。神様

はこの運動を主の業（わざ）として支えてくだ

さっておられます。そこで、皆様に例年年度末

にお願いしている活動維持献金と誌代献金を

覚えていただきたいのです。現在はこころの

友伝道誌も 2 か月おきの発行ですので、以前

と同じような誌代献金をお願いするのは少々

気が引けますが、コロナに負けずにこの運動

を更に活発にしようという熱意を良しとして

いただき、２つの献金をよろしくお願い致し

ます。 
 

こらむ 

活動維持・誌代献金のお願い 


